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ネコ（雑種）去勢雄 （Fig.1）

推定3歳齢

主　　訴：頻回嘔吐、元気消失、食欲低下

 　　 　 （半年前にも同様の症状を認め、他院にて

　　  　　白血球の増加を指摘された経歴あり）
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慢性好酸球性白血病が 
疑われた猫の一例 

はじめに 

 著しい総白血球数の増加が認められた。機器の測

定限界である100,000/μLを超えていた為、百分比は

実数でなく百分率で示した。好酸球は61%（61,000/

μL）以上、と顕著に増加していた。生化学検査ではALT、

ASTの軽度上昇が認められた。また、ウイルス検査で

はFeLV抗原が陽性であった（Table.1, Fig.2）。

体　　重：4.28kg（減少傾向）

体　　温：38.6℃　

一般状態：異常認めず  

初診時血液および生化学検査所見 

Table.1 初診時血液、生化学検査、ウイルス検査所見 

　慢性好酸球性白血病（chronic eosinophilic leukemia：

CEL）は末梢血および骨髄において好酸球系細胞の

異常増加を呈する疾患である。それに加えて全身性

の好酸球浸潤による重篤な組織障害を伴う病態は好

酸球増加症候群（Hyper Eosinophilic Syndrom：

HES）とされるが、両者の明確な違いは明らかでない。

これらの原因として好酸球増殖因子IL-5の異常発現

や猫白血病ウイルスの関与などが示唆されているが、

その発生機序は明らかでない1）。

　今回は現在も治療中のCELが疑われた猫の症例

について報告する。
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Fig.1 症例 Fig.2 初診時血液塗沫所見 
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　末梢血における1,500/μL以上の好酸球数の絶

対的増加は、好酸球増加症とされる。本症例におい

て極めて重度の好酸球増加症が認められた為、鑑

別診断リストを作成した（ �5�B�C�M�F����）。寄生虫性疾患

による好酸球増加は、通常の消化管内寄生ではほと

んど認められないが消化管、肺、循環器、皮膚組織

へ虫体が侵入（体内移行）した際に認められる2）。ア

レルギー性疾患では、犬猫共に蚤アレルギーが最も

多く、犬では食物アレルギーによる好酸球性腸炎もし

ばしば認められる3,4）。リンパ腫や肥満細胞腫では腫

瘍細胞が産生する異常なインターロイキンの刺激により、

骨髄における好酸球の分化成熟が亢進することが知

られている。皮膚疾患では猫の好酸球性肉芽腫によ

るものが多い3）。好酸球性白血病および好酸球増加

症候群は、共に成熟好酸球の異常増加を呈する疾患

であり、両者を明確に区別することは困難であるが、末

梢血および骨髄での好酸球増加症に加えて好酸球

が全身組織（特に消化管が多い）に浸潤し、重篤な組

織障害を呈したものを特に好酸球増加症候群とする

のが一般的である。本症例におけるこれらの鑑別診

断の為更なる追加検査を実施した。
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好酸球増加症の鑑別診断リスト 画像診断検査 

寄生虫検査 
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 ● ヘリコバクターの感染を伴うごく僅かな多巣性のリ 

　ンパ形質細胞性胃炎
 ● 十二指腸における重度の好酸球性および軽度の

　リンパ形質細胞性腸炎

内視鏡検査 
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寄生虫性疾患：消化管内寄生虫（鉤虫、回虫、鞭虫）
　　　　　　   肺（肺虫）
　　　　　　   循環器（糸状虫）
　　　　　　   皮膚（蚤、ニキビダニ）

アレルギー性疾患：蚤アレルギー、
　　　　　　        食物アレルギー
　　　　　　        喘息、アトピー

悪性腫瘍：リンパ腫、肥満細胞腫

皮膚疾患（猫）：好酸球性肉芽腫、粟粒性皮膚炎

内分泌疾患：アジソン病

好酸球性白血病

好酸球増加症候群：好酸球性胃腸炎
　　　　　　　　   好酸球肺浸潤症候群
　　　　　　　　   好酸球性筋炎
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